
⑮ くまの議会だより　第105号 くまの議会だより　第105号 ⑭

　　　熊野筆の世界への輸出、外国との交流などを通じて、観光客が多く訪れる町にする
　熊野町を世界にＰＲするため、町が計画中の筆の里工房周辺の観光交流拠点施設整備の充
実に向けて調査研究を行い、観光客（インバウンド）の誘致や町産業の活性化を要望してい
きます。
　　　子育て支援策の充実
　現在、西公民館跡地に改築中の定住促進拠点施設や三世代交流事業などを
中心に、町の子育て支援施策の充実のため、積極的な要望を行います。
　　　お年寄りの通院などを便利にするため、バスの本数を増やす
　おでかけ号（乗合タクシー）の運行の充実を要望していきます。

総務厚生委員会

　　　小・中学校に冷房を
　夏季の暑さ対策や非常災害時にも活用できるよう、平成 29 年９月議会で「学校施設及び体
育施設への空調設備整備促進」を求める決議をし、冷房の設置について働きかけを行いました。
　　　運動施設の改善（高齢者の老化防止、子どもの外遊び減少の改善）
　老人会や子供会・自治会の活動が活発になるよう働きかけ、身近な場所で軽微な
運動ができる運動器具の設置を要望していきます。
　　　図書館の本を読んだり、勉強できるスペースを増やす
　図書館以外にも公民館などの公共施設がありますが、再度調査し広く情報提供
を行うよう働きかけていきます。

文教委員会
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　　　道路環境の拡充
　現在の町の予算だけでは困難なこともあるので、国や県からの支援を受けながら、必要性
が高く、危険度が高い道路から順次工事をするよう要望していきます。
　　　農業を発展させブランド化する
　農産物のブランド化については、一定の生産者の確保と熊野町の気候を生か
したものとなるよう、関係団体及び地域と協議し、地域特産ブランドの実現に
向け取り組んでいきます。
　　　自然を活かしたまちづくり
　自然が残る緑豊かなまちの特徴を活かすために、山歩きコースや自然に触れ
合えるスポットの創出など、町民の皆さんと一緒に考えていきます。

産業建設委員会
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　昨年開催した、ワールドカフェに参加した生徒からの意見や要望を受け、各常任委員会で
協議検討した内容を、議会運営委員会で報告書として取りまとめ、平成 30 年１月５日、熊野
中学校、熊野東中学校の校長にお届けしました。

～柔軟な創造力や発想力から生まれた、
　　　たくさんのアイデアを議会活動にしっかりと役立てていきます～

生徒

生徒

生徒

あ
ら 

た
き

お
お 

よ
し

る 

　
い

な
ぎ
さ

生徒

生徒

生徒

生徒

生徒

生徒


